








要約 発熱期間と心エコー所見によって決めるγ一グロブリン療法の適応基準を作成した。

1)38℃以上の発熱が7日間以上続いた症例,2)7日以内でも心エコーで冠動脈障害の前兆を

認めた症例を対象に400ｍｇ/kg3日から5日間投与するとした。92症例を対象に分析し,1)

γ一グロブリン投与:非投与の割合は 2:1 であった。2)冠動脈病変合併症は,全体として「30

病目」4・3%,「30病日まで」12.0%と,コントロールスタディーのγ一グロブリン群と同等

で,アスピリン群よりは低率であった。 


